
第 6課 文法 練習問題    

 

I. □の言葉を（  ）の中に入れて文を完
かん

成
せい

しなさい  (to complete)。同じ言葉は一回しか使えません。  
 

  a. そう言えば  b. それぞれ  c. 結構  d. ばかり .     
 
1. 先週の発表は（  ）上手にできて、先生にもほめられた。 

2. イタリアにはいろいろな種類のスパゲッティがある。料理の仕方も地方によって（  ）違うそうだ。 

3. あの人は、毎日、文
もん

句
く

（  ）言って、ぜんぜん働かない。 
4. A: トムさんは、来年、日本に留学するらしいね。   

B: ああ、（  ）、日本に行くためにバイトしてるって言ってたなあ。 
 

II．□の言葉と「~に気がつく」を使って文を完
かん

成
せい

しなさい  (to complete)。  
    

 宿題 + 忘れる   雨 + 降
ふ

る    
 
 

1. 授業が始まってから、                                       。 
       
2. カーテンを開けて、初めて                                       。 

 
III．「~ように  {願う／祈る}」を使って文を作りなさい。  
 

1. 私は、妹の病気が早く                                          。 
  
2. あなたの文：                                           。 

                                         

IV．□の言葉を全部使って会話を完
かん

成
せい

しなさい  (to complete)。 
   

A＝約 2倍、日本の宗教人口、日本の全人口    B＝一人、日本人にとって、神様 
 

A:                                                らしいよ。 
 
B: へえ。                                                。 
 

********** 
 

 A＝七
しち

五
ご

三
さん

っていう、日本、宗教的行事    B＝成長、願う、子供、神社 
 

A:                                         らしいけど、知ってる？ 
 
B: うん。                                           らしいよ。                       
 
A: へえ。



V．「~ばかり」を使って文を完
かん

成
せい

しなさい  (to complete)。 
 

1. パーティでは、友達                 ずに、できれば、知らない人とも話してみましょう。 
 

2. 梅雨
つ ゆ

のシーズン (the rainy season) は、毎日雨                              。 
 

VI．「~わけだ」を使って会話を完
かん

成
せい

しなさい  (to complete)。 
 
 A: スミスさんのお母さんは、日本人だそうですよ。 

 
 B: ああ、だから                                            。 
 

VII．次の「なかなか」を使った文を完
かん

成
せい

しなさい (to complete)。 
 

1.         は               し、           ので、なかなか楽しかった。 
 

2.        はあまり          ないけど、        はなかなか           。  
  
VIII．□の言葉を選び、「~ということ」を使って文を二つ作りなさい。  
 
  

   東京都の外国人人口 + 増え続けている        セブンイレブンの店の数 + 東京 

神道 + 日本人の宗教意識         海や山や木や石など + 神様 
 
          

1. この調査で、                                        が分かりました。 
 

2. この結果から、                                     が言えます。 
 
IX．あなたが知っている宗教を一つ選んで、その宗教について簡単に説明しなさい。  
  例えば、宗教人口、始めた人、信者がすること、あなたがその宗教を信じているか、などについて 
  書きなさい。  
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